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第１章 計画の策定にあたって 

 

１  生涯学習とは 

 

生涯学習とは、「人々が生涯を通じて自主的・自発的に行う、あらゆる学習」のこと

であり、学校教育、家庭教育、社会教育をはじめ、芸術文化活動、スポーツ活動、レク

リエーション活動、ボランティア活動、趣味などすべてを包含した概念です。知識や技

術の習得を意図したものだけでなく、活動の中から自然に身についていく学習を含み、

その学習形態についても、個人学習や、公民館講座、カルチャースクールの受講、スポ

ーツクラブでの活動、仲間とのサークル活動など、多岐にわたります。 

学習する目的は人によって様々ですが、全ての学習は、技能が向上する、日常が便利

になる、健康になるなどのほか、学習活動を通じた人とのつながりが生まれるなど、生

活をより良くし、人生を豊かにするために行われるものです。 

豊かな人生を歩む人が増えること、さらには学んだ成果がボランティアなどの市民活

動や地域活動に還元されることは、輝きあふれる地域づくりに繋がっていきます。この

ように生涯学習は、社会的にも大きな役割を果たすものであるといえます。 
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２  計画策定の趣旨 
 

教育基本法第 3 条において、「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊

かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、

あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすこと

のできる社会の実現が図られなければならない。」と定められています。 

本市では、平成 20（2008）年に市民とともに豊かな人間性と創造性を

備え、郷土に愛着をもった人づくりを推進することを理念とした「教育

立市」を宣言し、同年に「第 1 次燕市生涯学習推進計画」（平成 20（2008）

年度～平成 27（2015）年度）を策定しました。続いて平成 28（2016）

年 3 月には「学びでひとを育み、つなぎ、地域を創る つばめ」を基本

理念とした「第２次燕市生涯学習推進計画」（平成 28（2016）年度～令

和 5（2023）年度）を策定し、生涯学習の推進に努めてきました。 

しかしながら、近年の社会情勢はめまぐるしく変化しており、中でも

新型コロナウイルス感染症の拡大は、デジタル化の急速な進展をはじめ、

私たちの生活様式そのものに大きな影響を与えました。また、国際情勢

の不安定化もあり、生涯学習をとりまく課題も大きく変化しています。 

このような状況の中で、一人ひとりが充実し、豊かな人生を実現する

ために、生涯学習の重要性と必要性はますます高まっています。以上を

踏まえ、本市の生涯学習をさらに推進するため、「第 3 次燕市生涯学習

推進計画」を策定するものです。 

 

３  計画の位置づけと期間 
 

本計画は、燕市の最上位計画である「第3次燕市総合計画」の個別計画とし

て定めるものです。 

したがって、「第 3 次燕市総合計画」や他計画との整合性を保ちながら、

本市における生涯学習の推進に関する総合的、計画的な施策展開の方向性

を示す指針として位置づけられます。 

また、本計画の計画期間は令和 6（2024）年度から令和 13（2031）年度

までの 8年間とします。 

なお、計画の推進状況や社会情勢が変化した場合は、必要に応じて計画

の見直しを行うものとします。 
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第２章 燕市における生涯学習の現状と課題 

 

１  第 2 次燕市生涯学習推進計画の評価 

 

「第 2 次燕市生涯学習推進計画」の最終年度における評価では、生涯学習推進に係る

59 の指標（当初は 62指標、うち 3 指標は計画期間内に事業完了）を設定し、取組を進

めてきました。そのうち「目標達成」あるいは「おおむね達成」されたとする、達成率

90％以上の評価は 20 指標（33.9％）でした。  

一方、達成率 90％未満と評価された指標は 39指標（66.1％）となりました。 

計画期間を通じた評価の推移は図表 1 に示すとおりです。全ての基本目標において、

令和元（2019）年度以降に達成率が低下していることから、感染症の影響が大きいこと

が推察されます。 

 

「第 2 次燕市生涯学習推進計画」に係る指標達成状況一覧（令和 4（2022）年度実績） 

基本目標 施策数 指標数 
達成区分 

◎ ○ × 

１．輝くつばめを担う子どもの育成 9 18 5 3 10 

(1)家庭教育の充実 2 6 1 0 5 

(2)生きる力を育む青少年教育の充実 4 8 3 1 4 

(3)地域教育力の向上 3 4 1 2 1 

２．多様な学習ニーズに応える学習機会の充実 10 16 3 2 11 

(1)ライフステージに応じた学びの推進 3 3 0 1 2 

(2)現代的課題に対応する学習機会の充実 7 13 3 1 9 

３．ふるさと燕の芸術文化活動の振興 3 7 1 2 4 

(1)芸術文化活動の活性化 2 6 1 2 3 

(2)郷土の歴史・文化の理解 1 1 0 0 1 

４．生涯スポーツの推進と健康づくりの推進 4 6 2 0 4 

(1)生涯現役でいるためのからだづくりの推進 2 2 2 0 0 

(2)スポーツ推進体制の充実 2 4 0 0 4 

５．生涯学習社会を支える環境づくり 6 12 1 1 10 

(1)学習支援のための人材育成と活用 2 5 0 0 5 

(2)学習成果の活用の場と機会の提供 2 3 0 0 3 

(3)生涯学習情報の提供と相談体制の充実 1 1 0 0 1 

(4)学習ニーズに即した生涯学習関連施設の機能の充実 1 3 1 1 1 

合  計 32 59 12 8 39 

※達成区分：「◎」目標達成（達成率 100％以上）、「○」おおむね達成（達成率 90％～ 

100％未満）、「×」未達成（達成率 90％未満） 
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図表 1.第 2 次燕市生涯学習推進計画 指標達成状況の推移 

  
□：「◎」目標達成（達成率 100％以上） ■：「○」おおむね達成（達成率 90％～100％未満） 

資料：社会教育課調べ 

 

○ 輝くつばめを担う子どもの育成 

地域全体で子育てをする環境づくりを推進するため、子育て支援センター・児童館・

児童研修館、保健センターなどにおいて、育児に関する講座の実施、交流の促進など

を行いました。加えて、「子育てコンシェルジュ」の育成や、妊娠から出産・子育て

まで一貫した伴走型の相談支援の実施などを通して、子育てに関する相談体制の充実

に努めるとともに、地域全体で子育て家庭を応援する「つばめ子育て応援カード事業」

や「子育てアプリ」による情報発信強化にも取り組みました。 

また、子どもたちが自立して生きていく力を育むため、「長善館学習塾」や「燕キャプ

テンミーティング」といった特色ある学習や、キャリア教育の推進を行うとともに、読

書活動の推進や「つばめっ子かるた」などを活用した郷土教育に取り組みました。 

さらに、学校・家庭・地域の連携を強化し、地域で学校を支える体制を整備するた

め、「地域コーディネーター」のスキル向上や支援ボランティアの参加促進、青少年

育成センターと協力した有害環境対策やいじめ予防の取組、児童クラブにおいては安

全な放課後の環境づくりを推進しました。 

 

○ 多様な学習ニーズに応える学習機会の充実 

青少年、成人、高齢者それぞれのニーズに合わせた学習機会を提供するため、内容

などの見直し、インターネットなど様々な広報手段を活用した積極的な情報発信を行

うなど、参加しやすい環境づくりに努めました。 

また、現代的課題に対応する学習機会の充実として、三条地域若者サポートステー
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ション燕サテライトを設置するなどの就労支援事業、地域の就労支援事業所等と連携

した事業や、障がいのある人とその家族のニーズに応じた教育環境づくりとして図書

館におけるマルチメディア DAISY 資料の整備などを実施しました。 

男女共同参画と人権意識の向上を図るため、講演や講座などによる学習機会の確保に努

めました。市民の社会参画促進を目的とした取組としては、ボランティア活動や市民活動

のリーダーを担える人材の育成を図りました。国際化への対応では、「Jack＆Betty プロ

ジェクト」など、子どもたちの国際感覚を高める英語学習を展開するとともに、文化交

流事業を充実させ、国際交流を促進しました。 

さらに、ごみ拾いイベントなどを実施し、環境への関心を高める学習活動を推進し

ました。 

 

○ ふるさと燕の芸術文化活動の振興 

文化に対する市民意識のさらなる向上を図るため、文化協会や美術協会を支援する

とともに、文化イベントや美術展覧会などへの参加を促進し、市民の文化活動を推進

しました。併せて、文化会館事業を拡充し、情報発信を強化することで、質の高い芸

術文化を鑑賞する機会の提供に努めました。 

市民の歴史・文化に対する関心の向上を図るため、燕市産業史料館、分水良寛史料

館、長善館史料館では、企画展や史料館同士の連携事業を実施しました。埋蔵文化財

については、調査成果の展示や情報発信を行いました。 

 

○ 生涯スポーツの推進と健康づくりの推進 

燕・吉田・分水地域の 3クラブで構成する総合型地域スポーツクラブにおいて、各

地域の特性に合わせたスポーツ教室を提供しました。 

また、スポーツ協会やスポーツ少年団などのスポーツ推進団体と連携し、教室や講

座の拡充に取り組むとともに、指導者のスキル向上をサポートし、スポーツ推進団体

の育成を支援しました。 

健康づくりの推進では、「健康づくりマイストーリー運動」への幅広い世代の参加

を促進するなど、健康づくりに取り組む市民の増加を図りました。 

 

○ 生涯学習社会を支える環境づくり 

地域の学びを支えるため、サークルづくりの支援を行い、学習の支援者を育成するス

キルアップ講座を実施するとともに、生涯学習人材バンクの活性化に取り組みました。 

市民の学習成果を地域の課題解決に活かすため、ボランティアや市民活動に関する

情報発信を行い、ボランティアの活用、若者の地域への貢献を支援するなど活躍の場

の拡充に努めました。 

また、市民が多彩な活動を行える環境を整備するため、学習情報の提供を強化し、

生涯学習関連施設の施設整備に努めました。 
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２  生涯学習に関する市民意識調査の概要 

 

市民の生涯学習に対する意識、意見、要望などを把握し、計画策定の基礎資料を収集

するため、令和 3（2021）年 10 月にアンケート調査を実施しました。その結果、以下の

ように、本市の生涯学習における現状と課題が明らかになりました。 

 

■生涯学習に関する市民意識アンケート調査 

調査対象 ： 市内在住の満 18 歳以上の男女 2,000 人 

（令和 3（2021）年 10 月 1 日現在） 

調査方法 ： 郵送による配布・回収またはインターネット回答 

調査期間 ： 令和 3（2021）年 10 月 5 日～10月 29 日 

有効回収数（率） ： 829 （41.5%） 

 

（１）学習活動をしている人の減少 

この 1 年間に学習活動をしたことが「ある」人の割合が前回調査より減少し、

50％を下回りました。 

（令和 3（2021）年度調査：42.2％ 平成 26（2014）年度調査：50.1％ △7.9 ポイント） 

 

図表 2.この 1年間に学習活動をしたことが「ある」人の割合 

 

資料：生涯学習に関する市民意識調査（令和 3（2021）年度調査、平成 26（2014）年度調査） 

 

（２）時間に余裕がない人の増加 

○ 「学習活動をしなかった または できなかった理由」で、「時間に余裕がない」

という理由が最も多く、前回調査よりも増加し、約半数を占めています。 

（令和 3（2021）年度調査：49.7％ 平成 26（2014）年度調査：38.6％ +11.1 ポイント） 

○ 学習活動を行う際に困ったことで、最も多かった項目は「時間に余裕がない」

ということでした。（37.7％） 

○ 学習がしやすい曜日・時間について、「なし」という回答が 26.3％ありました。 

42.2

50.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

H26調査
R3調査

（％）
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（３）インターネット活用需要の高まり 

   ○ 過去 1年間で学習を行った方法について、「インターネットで」と答えた割合

が大幅に増加しました。 

（令和 3（2021）年度調査：43.4％ 平成 26（2014）年度調査：19.7％ +23.7 ポイント） 

○ 学習情報の入手方法について「インターネット・ＳＮＳ（Social Networking 

Service）」が大幅に増加しました。 

（令和 3（2021）年度調査：36.4％、平成 26（2014）年度調査：12.9％ +23.5 ポイント） 

 

（４）現在学習活動をしていない人の学習意欲 

○ 学習活動を行っていない人の中で、今後学習を行いたいと考えている人は半

数を超える 52.2％でした。 

○ 学習活動を行っていない人の中で、今後、学習活動を行いたい人の主な目的

は、多い順に「生きがいづくり」（50.4％）、「健康や体力づくり」（50.0％）、

「老後を豊かにするため」（47.6％）となっています。 

○ 学習活動を行っていない人の中で、今後、行いたいと思っている学習方法の

上位 3項目は「市が開催する講座など」（45.2％）、「図書・新聞・雑誌・ＤＶ

Ｄなど」（32.4％）、「インターネット」（28.4％）でした。 

 

図表 3.現在学習活動をしていない人の学習目的 

 

資料：生涯学習に関する市民意識調査 
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３  生涯学習をとりまく社会状況 

 

（１）急速な人口減少と少子高齢化の進行 

本市の人口は減少を続けており、国立社会保障･人口問題研究所の推計方法に準

拠した推計では、燕市全体の人口は、令和 22（2040）年には 63,476 人に減少する

と予測されています。 

また、総人口における 65 歳以上の人口が占める割合（高齢化率）は、令和 22

（2040）年には 4 割近くに達すると見込まれています。 

 

図表 4.年齢 3区分別人口の推移・推計（燕市） 

 

資料：総務省「国勢調査」、企画財政課調べ 
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（２）感染症の影響 

   新型コロナウイルス感染症は、令和元（2019）年 12 月に中国で初めて確認され

て以降、瞬く間に世界中に拡がり、世界経済や社会に深刻な影響を及ぼしました。

また、感染症予防を目的とした接触回避などの行動変容が生じ、日常の生活様式に

も大きな変化をもたらしました。 

 

（３）ＤＸ( デジタルトランスフォーメーション ) の進展 

   Society5.0 の実現を目指し、情報技術開発や情報基盤整備が進展する中、学校で

は 1 人 1台の端末を整備し活用するＧＩＧＡスクール構想が進められています。ま

た、感染症予防を契機とした非接触型サービス需要の高まりから、デジタル化が加

速するなど、社会全体でデジタル化とオンライン化が急速に進展してきています。 

   しかしながら、インフラ面の整備が進行している一方で、デジタル技術の利用に

おいて高齢者世代を中心としてデジタルディバイド（デジタル技術の利用格差）が

課題となっています。 

 

（４）激甚化する自然災害 

地球温暖化が一因とされる気候変動により、自然災害が激甚化、頻発化、広域化

しています。様々な災害に対応するためには、インフラ整備などのハード面だけで

なく、災害時にどう対処するかという各自の備えが重要となります。そのためには、

災害そのものや、災害時の対処方法を学んでおくことが必要となります。 

 

（５）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 

   2015 年 9 月に国連で採択されたＳＤＧｓは、国際社会共通の目標で、2030 年ま

でに達成すべき 17 の目標で構成されています。 

生涯学習に直接関連する目標 4 では、全ての人々に対する包摂的かつ公平な質の

高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進することが求められています。 
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４  燕市における生涯学習の課題 

 

（１）学習活動を行う人の減少 

感染症の影響もあり、学習活動を行う人が減少しています。 

学習活動を行う人を増やすためには、ニーズに即した学習を提供するとともに、

学習意欲の高揚を図ることが必要です。 

また、生涯学習に関する市民意識調査結果から、学習する時間的ゆとりがない

と感じている人が増加している現状であるため、学習の場や時間、学習方法につ

いても変化させていかなければなりません。 

 

（２）学習成果の活用 

学習の成果を地域社会において活用することは、地域社会をより良くし、豊か

な地域づくりに貢献するものです。また、学習する人にとっても、活動を通じた

自己実現によって満足度が向上し、学習の継続にも繋がっていくものです。 

そのため、このような学習の好循環の創出を目指し、学習成果の活用機会を充

実させる必要があります。 

 

（３）学校・家庭・地域との連携 

生活様式の多様化や感染症などの影響により、地域におけるつながりや交流の

希薄化が進行し、地域や家庭の教育力の低下が懸念されています。 

そのため、家庭における教育力の向上を社会全体で支援していく取組や、保護

者や地域の人々が連携して学校を支援する取組を推進し、地域全体で教育力の向

上を図る必要があります。 

 

（４）デジタル技術の活用 

生涯学習に関する市民意識調査結果において、インターネットやＳＮＳの活用

が増加しており、デジタル化の進展が推察されます。その一方で、高齢者では活

用率が低いなど世代間格差が生じている現状があります。 

デジタル技術の活用は生活における利便性の向上だけでなく、時間や場所に制約

されない学びが得られるなど、生涯学習の推進に寄与するものであるため、デジタ

ルディバイドに配慮しながら、デジタル技術の効果的な活用を図る必要があります。 
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第 3 章 基本構想 

 

1   基本理念 

 

だれもが学び 学びが繋がり まちが輝く 

 

燕市の「教育立市」宣言では、「市民が目指す自己実現に向けて、いつでも、どこで

も、だれでもが学ぶことのできる場や機会の整備、充実に努めます。」としており、ま

た、ＳＤＧｓにおいても「すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生

涯学習の機会を促進する」ことが目標とされています。誰もが心豊かで充実した生活を

過ごすためには、誰もが生涯を通じて主体的に学ぶことができ、その成果が適切に評価

される生涯学習社会を実現することが必要です。 

 また、生涯学習社会の実現においては、学習活動を通じた交流や、学習で得た知識や技

能を活かす機会を増やすことで、学びがつながっていく循環を築くことが重要となります。 

これらのことから、「だれもが学び 学びが繋がり まちが輝く」ことを基本理念と

し、誰もが学びを得ることができる環境の中で、自主的・主体的に学び、その学びがつ

ながっていくことで、人々が輝くまちづくりが実現することを目指します。 

 

２  基本目標 

 

   基本理念を実現するため、本計画では、4つの基本目標を設定します。 

 

基本目標１ 学びの土台づくり 

 基本目標２ だれもが学べる 

 基本目標３ 学 び を 活 か す 

 基本目標４ 学 び を 支 え る 

 

学びの循環 
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３  計画の体系 
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第４章 基本計画 

 

基本目標 1 学びの土台づくり 
 

生涯学習を推進するためには、子どものころから、生涯にわたって学び続け

る学習者としての基盤を培うとともに、地域社会とのつながりを育むことが重

要です。そのために、家庭や地域の教育力を向上させ、人間性豊かで生きる力

がみなぎる子どもを育成します。 

 

１．家庭と地域の教育力向上 

■ 現状と課題 ■ 

乳幼児期からの家庭教育は、全ての教育の出発点となるものです。 

しかし、急速な人口減少が進行する中、家族形態、就労形態の変化や人と人とのつ

ながりの希薄化などにより、子育て環境は大きく変化しており、子育てに対する不安

や負担を感じる人が多くなっています。 

安心して子どもを産み、健やかに育てていける社会を実現するためには、子どもや

子育て家庭を地域全体で支えるための環境づくりが必要になります。 

  また、学童期以降においては、地域・家庭、さらに学校を含めた連携強化が求めら

れています。複雑化する社会課題に対応するため、地域・家庭・学校が一体となり、

学びを通じて相互に関わり合う中で、地域の教育力向上を図る必要があります。 

さらに、子どもたちの学びの場が学校から地域に広がることは、将来における地域

社会の担い手としての子どもたちの自覚と成長を促進し、地域コミュニティの基盤強

化にも繋がるものです。 

 

■ 主要施策 ■ 

（１）家庭教育への支援 

○ 子育てに関する相談支援体制の充実 

   妊娠期から出産・子育てまで、寄り添いながら支援する伴走型の相談支援のさら

なる充実に取り組むとともに、子育て支援センター職員などを対象とした研修を実

施し、相談支援体制の強化を図ります。 
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○ 子育て環境の充実 

子育て支援センター、児童館などの子育て支援施設における講座のさらなる充実

を図るとともに、保護者同士や子ども同士の交流を促進し、子育てサークルの活動

促進など仲間づくりを推進します。 

また、ファミリー・サポート・センターなどの子育て援助活動を推進することによ

り、地域全体で子どもを見守り、育む環境づくりを進め、育児負担の軽減に努めます。 

 

○ 家庭教育に関する学習機会や情報提供の充実 

多様化するニーズを捉え、子育てに関する講座の充実を図るとともに、子育てに

関する様々な情報を積極的に提供します。 

 

（２）地域における教育の充実 

○ 地域・家庭・学校の連携の強化 

  地域住民が学校で行われる様々な活動にボランティアとして携わり、学校を地域

全体で支援する取組を継続して推進するとともに、保護者や地域住民等が学校運営

に当事者として参画するための組織的な協働体制を構築し、連携の強化を図ります。  

また、部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた環境整備を行います。 

 

○ 青少年の健全育成を推進 

   青少年育成協議会などの関係団体と連携を図り、青少年を守る啓発活動を実施す

るなど、青少年の健やかな成長を支援します。 

 

○ 子どもの居場所づくり 

家庭や学校以外でも、子どもたちが安心して過ごし、体験活動や交流を行うこと

ができる居場所づくりを推進するため、市が設置する児童クラブ、児童館、児童研修

館における活動を充実させるとともに、子ども食堂などの取組を支援します。 

 

■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

子育て支援に対して満足と答えた人の

割合（25 ～ 49 歳） 

企画財政課市民意識調査 

48.4％ 

（令和 4年度） 
56.0％ 
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２．人間性豊かで生きる力がみなぎる子どもの育成 

■ 現状と課題 ■ 

未来を担う子どもたちが、急速に変化していく現代社会を生き抜くためには、主体

的に人生を切り拓いていく力と、他者と共に支え合い、高め合いながら、新たな価値

を創造していく力を養うことが重要です。 

そのためには、探究的な学習や体験活動など多様な学びを通じて、一人ひとりの多

様な個性と可能性を伸ばし、自己の生き方を探求するための基礎となる学力を培う必

要があります。 

また、子どもの頃からの読書活動は、想像力を培い、心の豊かさや主体的に社会に

参画していくための知識などを養う機会となります。そのため、子どもたちの読書環

境の整備を積極的に進めていく必要があります。 

  さらに、自らの地域を知り、アイデンティティを築くことは、地域文化の継承のみ

ならず、異なる文化への探求心をも育むものです。したがって、郷土の歴史や文化へ

の理解を深めることも重要となります。 

 

 

■ 主要施策 ■ 

（１）特色ある教育の推進 

○ 学びの土台となる「読解力」を基礎とした確かな学力の育成 

全ての学びにおいて土台となる「読解力」を育成することで、一人ひとりの学力を

向上させるとともに、生涯にわたり自律的に学び続けられる子どもたちを育みます。 

 

○ 子ども読書活動の推進 

「燕市子ども読書活動推進計画」に基づき、図書館や関係団体と連携し子どもの

読書活動を推進します。 

 

○ 多様な学びの推進 

多くの優れた人材を育てた長善館の精神である「学んだことは他人のために活か

す」という考え方に基づき、キャリア教育や実践的な英語教育など、多様な体験や

学習機会の充実を図ります。 
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（２）ふるさと教育の推進 

 ○ ふるさとへの誇りと愛着を育む取組の推進 

「つばめっ子かるた」や「燕ジュニア検定」など、燕市独自の教材を活用し、燕

市の歴史や文化などを楽しく学びながら、ふるさと燕への誇りと愛着を育む取組を

推進します。 

 

■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

18 歳以下の１人当たりの年間貸出冊数

（個人貸出） 

6.02 冊 

（令和 4年度） 
6.45 冊 

教研式標準学力検査 NRT 偏差値平均 50

以上の中学 1 年から 3年の教科の数（国

語、数学、英語） 

※中学 1 年の英語を除く全 8教科 

3 教科 

（令和 4年度） 
全 8 教科 
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基本目標２ だれもが学べる 
 

全ての人が豊かな人生を送るためには、人生の中で生じる個人や社会の課題

に対処する力を培うと同時に、自己実現を図るための学習機会が全ての人に提

供され、持続的な学びが促進される環境づくりが必要です。 

そのため、対象の特性に合わせた学びを推進するとともに、社会的な課題に

ついて学習する機会の充実を図ります。 

 

１．ライフステージに応じた学びの推進 

■ 現状と課題 ■ 

生涯の中で必要となる学習の内容や形態は、ライフステージとともに変化していく

ため、それぞれの段階に応じた学びが得られる環境づくりが重要です。 

 生涯学習に関する市民意識調査結果から、学習に取り組む人の減少が明らかになりま

した。一方で、学習を行わなかった人の約半数が、今後学習を行いたいと考えています。 

これらのことから、それぞれの世代のニーズを反映した内容について学習できる機

会の充実を図る必要があります。 

 

図表 5.年齢による学習ニーズ（この 1年間で学習を行った人が、学習した内容） 

 
資料：生涯学習に関する市民意識調査 

37.1

38.5

43.4

22.9

34.9

49.4

34.1

39.0

46.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

健康管理に関すること

ｽﾎﾟｰﾂやﾚｸﾘｴｰｼｮﾝに関すること

趣味に関すること

健康管理に関すること

趣味に関すること

職業上の知識や技術に関すること

語学・国際理解に関すること

趣味に関すること

職業上の知識や技術に関すること

（％）

29歳までの上位3項目

30歳～59歳の上位3項目

60歳以上の上位3項目
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■ 主要施策 ■ 

（１）青少年の学習機会の充実 

○ 体験学習の充実 

楽しみながら経験を通じて学習する体験学習機会の充実を図るため、公民館を中

心として、文化や芸術など様々なものに触れ、実践を行える講座を開催します。 

 

（２）成人の学習機会の充実 

○ 生きがいづくりにつながる講座の充実 

生涯学習に関する市民意識調査の結果から、現在学習していない人の中で、今後

学習したいと思う目的として多かった項目を図表 6に示しました。 

また、現在学習している人の中でも「教養を高めるため」や「生きがいを持つた

め」という回答が多いことから、今後の取組において、これらの目的に合致した講

座の充実を図ります。 

 

図表 6．現在学習活動をしていない人の求める学習目的（30 代から 50 代） 

 

資料：生涯学習に関する市民意識調査 

 

○ 社会で活躍するための学習の推進 

社会人生活において役立つ知識や技術は、生活の向上に貢献するものであり、

生涯学習に関する市民意識調査結果においても、学習を行っている人の学習目的

で最も多かった回答は「仕事に必要な知識や技術を高めるため」であったことか

ら、仕事に役立つ学びの機会の拡充を推進します。 

また、就労や就業に向けての学びやトレーニングができる環境を整備します。 

 

（３）高齢者の学習機会の充実 

○ 高齢者が楽しめる講座の充実 

高齢者の社会参加は、介護予防に効果があるとされています。そのため、関心が

高い健康管理などニーズに即した学習機会の充実を図り、交流や仲間づくりの支援

38.6

46.2

47.0

57.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

老後を豊かにするため

健康や体力づくりのため

教養を高めるため

仕事や家事以外で

生きがいを持つため

（％）
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を行います。 

また、シニア層の豊かな知識・技術・経験を活かせる環境を整備します。 

 

○ デジタルディバイドに対応する学習機会の充実 

デジタルディバイド解消のためには、所有率の高いスマートフォンを中心とし

た機器やインターネットの基本的な操作方法についての学習機会が必要であるこ

とから、その充実を図ります。 

 

■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

中央公民館で実施する教養講座の 

満足度 

69.0％ 

（令和 4年度） 
90.0％ 

 

 

２．現代的課題に対応する学習機会の充実 

■ 現状と課題 ■ 

社会の急激な変化に対応し、人間性豊かな生活を営むためには、人生 100 年時代の

到来、少子高齢化の進行、共生社会の実現に向けた課題、グローバル化の進展、地球

温暖化などの現代的課題について学習し、理解することが必要です。 

一人ひとりが課題に関心を持ち、主体的に学習し、その学習成果を実践につなげてい

くことが重要となることから、現代課題についての学習機会の充実が必要となります。 

 

■ 主要施策 ■ 

（１）生涯スポーツと健康教育の推進 

○ 生涯スポーツの推進 

「燕市スポーツ推進計画」に基づき、関係団体と連携し、誰もがスポーツ活動に取

り組めるよう活動の場や機会の提供に努めるとともに、指導者の育成・確保、教室等

の充実を図るなど、スポーツ活動を推進します。 

 

○ 健康教育の推進 

   人生 100 年時代を迎え、長い生涯においてクオリティー・オブ・ライフ（Quality 

of Life）を維持するためには、健康寿命の延伸が必要不可欠です。そのため、楽
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しく健康づくりに取り組める活動や、食育などを推進し、心身の健康を維持するた

めの取組を推進します。 

 

（２）ライフデザイン支援の推進 

○ ライフデザインについて学ぶ機会の充実 

人生を自分らしく、充実したものにするためには、仕事、結婚、妊娠・出産、育児

など、自分のこれからの人生を具体的に考えることが重要です。そのため、プレコン

セプションケアなどライフデザインをサポートする学習機会の充実を図ります。 

 

（３）共生社会・人権に関する学習の推進 

○ 男女共同参画に関する学習機会の充実 

「燕市男女共同参画推進プラン」に基づき、固定的な性別役割分担意識の解消と、

多様な生き方の実現に向けて、男女平等と男女共同参画の意識を醸成するための教

育や学習機会の充実を図ります。 

 

○ 人権に関する学習機会の充実 

性別や年齢、文化的・言語的背景、家庭環境、性的指向、障がいの有無などにか

かわらず、誰もがいきいきとした人生を享受することのできる共生社会の実現を目

指し、「第 2 次燕市人権教育・啓発推進計画」に基づき、人権に関する教育・啓発

活動を推進します。 

 

○ 障がいのある人の学びと福祉教育の推進 

障がいのある人が生涯を通じて教育、文化、スポーツなどに親しめる環境づくり

や、社会参加の促進を図るため、就労支援を通じた学びなど、保育、福祉、教育等

の関係機関が連携しながら、障がいの特性に応じた学習支援を推進します。  

また、障がいや障がいのある人への理解を促進するため、福祉教育を推進します。 

 

（４）国際化に対応した学習活動の推進 

○ 語学教育の推進 

一層のグローバル化が進む中、未来を担い、次の時代をリードする人材を育成す

るため、「Jack & Betty プロジェクト」を通じ、小中学校における英語教育を推進

します。さらに、保育園、認定こども園にも外国語指導助手を派遣し、国際理解教

育や英語活動の充実を図ります。 
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○ 国際交流の機会の充実 

燕市国際交流協会と連携し、国際感覚の醸成と地域の活性化を目的とした国際交

流および多文化共生事業を実施します。 

 

（５）環境教育の推進 

○ 環境学習の充実 

気象災害激甚化の一因とされている地球温暖化への対策として、燕市では「燕市

ゼロカーボンシティ宣言」を行い、カーボンニュートラルを目指しています。 

カーボンニュートラルの達成には、市民の一人ひとりの理解と主体的な取組が不

可欠であることから、環境問題についての学習・体験機会の充実を図ります。 

 

（６）読書バリアフリーの推進 

○ 点字図書・触る絵本などの充実 

  障がいの有無にかかわらず、読書を楽しんでもらうため、点字図書や触る絵本、

大型活字本の整備を進めます。また、拡大機能や音声機能を備える「つばめ電子図

書館」の活用を推進します。 

 

○ マルチメディア DAISY 資料の活用 

  障がいのある人だけでなく、高齢などで紙の図書が読みづらい人に向け、マルチ

メディア DAISY 資料の活用を推進します。 

 

（７）防災・減災教育の推進 

○ 防災・減災教育の充実 

   激甚化する自然災害に対応するため、地域での防災訓練への支援や研修などを継

続的に実施するほか、地域等の主催による学習機会の充実を推進します。 

また、小中学生への防災教育を継続的に行い、市民の防災に関する知識習得を促

進するとともに、自助・共助の意識の向上を図ります。 
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■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

市民 1 人当たりのスポーツ施設 

利用回数 

7.48 回 

（令和 4年度） 
13.25 回 

地域防災活動の参加者数 
6,110 人 

（令和 4年度） 
6,500 人 
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基本目標３  学びを活かす 
 

学習成果を発表・活用することは、自己実現や自己肯定感の向上につながる

だけでなく、次の学習者の学習に繋がり、またその学習が繋がっていく循環型

生涯学習社会の実現に資するものです。そのためには、学習成果の可視化や、

活用の機会を増やすことが重要です。 

 

１．学習成果の活用の場と機会の提供 

■ 現状と課題 ■ 

学習成果が地域で活かされることは、豊かな地域づくりにつながることから、その

好循環の実現に向けた支援を行っていくことが必要です。 

生涯学習に関する市民意識調査結果では学習の活用について、「ボランティア活動

など社会貢献に活用」は 9.1％、「自治会・女性団体・ＰＴＡ・子ども会など地域活動

で活用」は 5.7％であり、学習の活用は自分のために活用するに留まり、地域への還

元が少ない傾向が見受けられます。 

そのため、学習成果を発表する機会の確保や、地域活動やボランティア活動などの

活躍機会を充実させる必要があります。 

 

図表 7.学習を活用する目的 

 

0.3

2.9

4.3

5.7

7.4

8.0

9.1

17.4

34.0

38.0

66.9

0.0 20.0 40.0 60.0

わからない

その他

サークルや講座などで人に教えるために活用

自治会・女性団体・ＰＴＡ・

子ども会など地域活動で活用

作品制作や発表会、展覧会

などに出品するために活用

特に活用していない

ボランティア活動など社会貢献に活用

家庭生活の中で家族のために活用

会社など職業の中で活用

自分や家族の健康のために活用

自己の充実や自分の生活の改善などに活用

（％）

資料：生涯学習に関する市民意識調査 
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■ 主要施策 ■ 

（１）学習成果を活かせる環境整備 

○ 社会教育関係団体等への支援 

社会教育関係団体等、自主的な活動を行う団体を引き続き支援・育成するととも

に団体相互の交流機会の充実を図ります。 

 

○ 学習成果を発表する機会の充実 

学習成果を発表することは、学習者の自身への理解を深め、達成感をもたらすと

ともに、成果の社会的認知を促す機会となります。また、学びの共有化が図られる

とともに、学習者個人や団体同士が交流し、つながることにより、相互の活性化が

期待できることから、学習成果の発表機会の充実に努めます。 

 

（２）ボランティア・市民活動の促進 

○ ボランティア活動の促進  

ボランティア活動は、そのものが学習であり学びを深める実践であることから、

生涯学習社会の形成を進める上で重要な役割を持つとされています。 

そのため、ボランティア活動に参加する機会を増やすとともに、スキル向上につ

ながる学習機会の充実を図ります。 

 

○ 市民活動の促進 

社会的な使命感を持ち、地域社会に貢献するために積極的に学び、行動する市民

活動は、個人の成長、問題解決能力の向上など、多くの意義をもっています。 

  そのため、市民活動団体の活動状況や課題を継続的に把握し、必要な情報提供や

事業支援、研修会の実施などを行うことで、市民活動の活性化を図ります。 

 

（３）人と地域をつなぐ学びの推進 

○ 若者によるまちづくり活動の推進 

若者の柔軟で創造性豊かな発想を活かし、地域の活性化を促進するため、「若者

と地域」「よそ者と地域」といった新しいつながりをつくり出し、若者と地域住民

がともに学びながらまちづくりに関わっていく活動を支援します。 
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■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

社会教育関係団体登録数 
476 団体 

（令和 4年度） 
480 団体 

自治会やまちづくり協議会、ボランティ

ア活動への参加割合 

企画財政課市民意識調査 

20.5％ 

（令和 4年度） 
30.5％ 

 

 

２．学習支援のための人材育成と活用 

■ 現状と課題 ■ 

現代社会は急速に変化しており、それに伴って学習者のニーズも多様化しています。

そのニーズに対応するためには、様々な分野において、優れた資質と専門的な能力を

持ち、学習を指導・支援・コーディネートできる人材の確保と育成が求められます。 

また、サークルなどの団体は、学習者が相互に支援し合える仕組みであり、共に学

び、知識を共有する場として、個人の成長に寄与することから、生涯学習を支える重

要な要素です。 

したがって、サークルなどの団体設立を支援し、サークル活動の活性化を図る必要

があります。 

 

■ 主要施策 ■ 

（１）地域の学びを支える人材の育成 

○ サークル設立支援 

生涯学習におけるサークル活動は、学びの共有と相互サポートの機能をもち、学

習の多様性やコミュニケーションによる学習の継続に寄与するものです。 

そのため、公民館講座やスポーツ講座などを契機として学習をはじめる人を増や

すとともに、学習している人やサークル同士の交流を促進し、サークルづくりを支

援します。 

 

○ ボランティア養成講座の充実 

地域活動やボランティア活動を行う人材のスキルや知識の向上、ならびに意識の

高揚を図るため、ボランティア養成講座の充実に努めます。 



29 

（２）学習支援者の掘り起こしと活用 

○ 生涯学習人材バンクの活性化 

   学習について支援を必要とする人が、専門的スキルや知識を有する人材にアクセ

スしやすい環境を整備するとともに、人材の活躍の場を拡大するため、生涯学習人

材バンクの活性化に努めます。 

 

■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

生涯学習人材バンクの登録者数 
74 人 

（令和 4年度） 
90 人 
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基本目標４  学びを支える 
 

生涯学習を推進するためには、学びの基盤となる環境の整備が不可欠です。 

基盤となる環境には、公民館、図書館、体育施設等の社会教育施設だけでな

く、優れた芸術文化や地域の歴史に容易にアクセスできる環境も含まれます。 

そのため、地域に根差した歴史・文化への理解を深めるとともにその保護に

努め、また、芸術文化活動についても推進することが重要となります。 

 

１．芸術文化活動の活性化 

■ 現状と課題 ■ 

芸術文化の振興を図るため、文化会館ではコンサートや各種講演会などを開催し、

芸術文化に親しむ機会を充実させるとともに、市民音楽祭など、活動発表の場を提供

しています。また、市内で文化活動を行う団体で構成される、文化協会及び美術協会

は、市と協働し、文化祭、芸能祭、美術展覧会などの開催を通じて、相互交流や活動

意欲の高揚を図り、芸術文化活動の推進を担っています。 

さらなる芸術文化活動の活性化を図るためには、芸術文化に興味関心をもち、活動

を行う人の増加、中でも次代の担い手となる若い世代の参加促進を図ることが重要で

す。したがって、活動に取り組む各団体との連携を強化するとともに、様々な芸術文

化活動の機会を確保する必要があります。 

 

■ 主要施策 ■ 

（１）芸術文化団体などの育成支援と連携強化 

○ 文化協会、美術協会への支援 

市民文化のさらなる向上を図るため、文化協会及び美術協会の活動を活動費助成

や情報発信などで支援するとともに、美術展覧会や芸能発表会などの共催を通じて、

市と協会の連携強化を図ります。 

 

（２）芸術文化に触れる機会の充実 

○ 自主事業の推進 

文化会館で行う自主事業においては、市民ニーズの把握に努め、子どもや高齢者な

ど各世代が楽しめる、幅広い関心や興味に対応したプログラムの充実を図ります。 
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■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

文化会館大ホール利用件数 
140 件 

（令和 4年度） 
205 件 

 

 

２．郷土の歴史・文化の理解 

■ 現状と課題 ■ 

史料館は、産業や偉人などに関する歴史史料の調査研究、収集、保存、展示を行い、

郷土の歴史や文化を学ぶ場として重要な役割を果たしています。より多くの人々に地

域の歴史・文化への理解を深めてもらうためには、入館者の増加に取り組む必要があ

ります。 

しかしながら、良寛史料館は施設の老朽化が進行しているため、施設改修を契機と

し、より魅力的な史料館づくりに向けた検討が必要です。 

また、市内には、多くの有形・無形の文化財、記念物、埋蔵文化財などが存在し、

それらを将来の世代に伝えるためには、文化財の保存と継承に努めなければなりませ

ん。埋蔵文化財への理解と学びを促進するため、積極的な情報の発信と展示による調

査結果の公開・活用が求められています。 

 

図表 8.史料館入館者数の推移 

 
※燕市産業史料館は平成 30（2018）年 7 月から平成 31（2019）年 4 月までリニューアル工事のため休館 

資料：観光振興課調べ、社会教育課調べ 
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■ 主要施策 ■ 

（１）文化財等の保護と啓発活動の推進 

○ 史料館の活性化 

   市内 3 か所の史料館において、展示内容や企画展などの魅力向上に取り組みま

す。また、燕市産業史料館では金属加工など特色ある体験活動を充実させ、長善館

史料館では、大学との連携による調査研究を実施し、研究成果の活用を図ります。 

   さらに、分水良寛史料館については施設の老朽化に対応するとともに、さらなる

魅力向上を図るため、施設の在り方についての検討を進めます。 

 

○ 文化財等の保護・活用と意識啓発 

水道の塔をはじめ市内に存する文化財について適切に調査し、財源の確保を図り、

計画的な保護・活用に努めます。 

また、文化財やその保護に関する情報を積極的に発信し、郷土資料の展示と公開

などを通じて、市民の郷土の歴史に対する理解を深め、愛着や誇りを醸成します。 

 

■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

史料館施設の入館者数（分水良寛史料館、

長善館史料館、燕市産業史料館） 

24,617 人 

（令和 4年度） 
40,700 人 

 

 

３．大学などとの連携による学びの深化 

■ 現状と課題 ■ 

社会課題の複雑化・高度化に対応する学習機会確保のためには、大学などの高等教

育機関と連携し、専門的な教育資源を活用した学習機会を提供するなど、市民ニーズ

と社会状況に合った学習機会を充実し、学習の裾野を広げていく必要があります。 

 

■ 主要施策 ■ 

（１）大学などとの連携・協働の推進 

学習ニーズの多様化に対応した学びの提供や、子どもの学力向上を図るため、大学

などとの連携・協働による事業実施を推進します。 
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■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

大学と連携して実施した事業数 
4 事業 

（令和 4年度） 
10 事業 

 

 

４．生涯学習情報の提供と相談体制の充実 

■ 現状と課題 ■ 

生涯学習に関する市民意識調査結果では、「今後、市民の学習や活動をもっと盛ん

にしていくために燕市が注力すべきこと」は、図表 9に示すとおり、生涯学習につな

がる情報提供の充実を求める回答が最も多くなっています。 

そのため、生涯学習に関する情報をわかりやすく市民に伝えていく必要があります。 

また、相談体制の充実などについては、要望が少ない傾向にありますが、きめ細か

い情報提供の窓口として、市民の相談に対し、適切な学習情報の提案、助言ができる

よう体制の充実を図る必要があります。 

 

図表 9. 学習や活動を盛んにしていくために燕市が注力すべきこと 
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13.9

18.2

29.7

30.2

41.0

42.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

その他

活動の成果を評価する仕組みづくり

社会教育団体、青少年団体などの

自主的な活動への支援

学習活動をおこなう施設における

学習についての相談体制の充実

わからない

学習活動に関する専門職員（社会教育主事、司

書、学芸員、体育指導者など）をより多く配置

ボランティアについて学び・実践する活動を

支援する

学習活動に関する指導者（市民）を育成

学習活動を通して身につけた成果を

活かす「場」の情報の提供

住民のニーズや満足度などを把握し、

反映させる仕組みづくり

インターネットを活用した講座など、新しい

生活様式への対応

学習活動をおこなう施設における講座の充実

学習活動をおこなう施設における

講座、事業などの情報提供の充実

（％）

資料：生涯学習に関する市民意識調査 
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■ 主要施策 ■ 

（１）情報媒体の効果的な活用 

○ 各種媒体による情報発信 

生涯学習に関する市民意識調査結果において、学習活動についての情報を得る方

法は、依然として広報紙が最も多いものの、若い世代を中心にインターネット・

ＳＮＳの利用が増加しました。対象の特性にあわせた適切な手法を検討し、市のウェ

ブサイトやＳＮＳを活用するなど、多様な媒体による積極的な情報発信に努めます。 

 

（２）相談体制の充実 

○ 相談窓口の充実 

講座やイベントなどの学習機会、グループやサークルなどの団体情報、施設、講

師に関する情報などについて、相談者に対し、適切な学習情報の提案、助言ができ

る相談窓口の充実に努めます。 

 

■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

情報発信の満足度 

企画財政課市民意識調査 

53.7％ 

（令和 4年度） 
55.0％ 

 

 

５．学習ニーズに即した生涯学習関連施設の機能の充実 

■ 現状と課題 ■ 

生涯学習に関する市民意識調査において、学習する時間の不足とインターネット活

用需要の高まりが明らかとなったことから、生涯学習関連施設における学習機会の提

供においては、その結果を踏まえた事業実施が必要です。 

また、公民館、文化会館、図書館、体育施設などの生涯学習関連施設は、市民の学

習・活動・交流を支える拠点として重要な役割を担っています。しかしながら、その

多くは昭和 50 年代に建設されたものであり、一様に老朽化が進み改修時期を迎えて

いることから、改修や統廃合を計画的に進める必要があります。 

さらに、市民の学習ニーズが多様化する中、生涯学習の拠点となる施設を市民が有

効に活用できるよう、職員の資質向上を図る必要があります。 
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■ 主要施策 ■ 

（１）生涯学習関連施設機能の充実 

○ 生涯学習事業の充実 

  公民館事業など、生涯学習関連施設において実施する事業については、学習内容

だけでなく、休日や夜間での開催など開催時間やオンライン化などの実施手法にお

いても市民ニーズに即した実施に努めます。 

 

○ 社会教育施設等の充実 

将来の人口減少を見据え、選択と集中により経済負担の軽減を図りながら施設の

維持・改善を図る為、「燕市建物系公共施設保有量適正化計画」に基づき、施設保

有量の適正化に努めます。 

あわせて、生涯学習の拠点施設として、利用者が快適に、安心して安全に利用で

きるよう、計画に基づいた施設整備を行います。 

また、公民館などの生涯学習関連施設が、学習の場としての機能を十分発揮する

ため、職員の資質向上に努めます。 

 

■ 達成目標 ■ 

目標指標 現状値 
目標値 

（令和 13年度） 

公民館の入館者数 
135,139 人 

（令和 4年度） 
145,000 人 

生涯学習・芸術文化活動に対して満足と

答えた人の割合 

企画財政課市民意識調査 

33.6％ 

（令和 4年度） 
41.0％ 
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第 5 章 計画の推進に向けて 

 

１  計画の推進体制 

 

生涯学習推進協議会と庁内における推進組織である生涯学習推進本部

との協働に基づき、施策・事業の計画的かつ効果的な執行を図ります。 

 

 
 

 
 
 

２  進行管理と評価 

 

計画の目標達成度や施策の進捗状況については、学校教育、社会教育の

学識経験者、市民代表で構成される「燕市生涯学習推進協議会」において

報告、審議、評価を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


